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■一般会計
　　（福祉、道路、教育など町が一般行政を進めるための収入、支出を経理する会計）

■特別会計および企業会計
　　（特定の事業を行うため、一般会計とは別
に、その収入、支出を経理する会計）

平成20年度（平成20年４月～平成21年３月）の決算が９月定例議会で認定されました。
町の家計簿ともいえる決算状況は、以下のとおりです。
数値については表記単位未満を端数処理しています。

（見方）
歳　入

６２億４，６５７万５千円
前年度比　△３億９，６３９万円（△６．０％）

歳　出
６０億５，３７２万４千円
前年度比　△３億１，８１７万５千円（△５．０％）

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業 29億2,011万7千円 29億   650万円 1,361万7千円 

老人保健医療 2億7,009万4千円 2億5,297万円 1,712万4千円 

公共下水道事業 12億5,004万3千円 12億4,951万7千円 52万6千円 

後期高齢者医療 ３億2,999万7千円 ３億2,577万7千円 422万円

介 護 保 険 15億8,160万3千円 15億4,899万8千円 3,260万5千円 

上水道事業
収益的収支 5億2,257万8千円 4億7,104万7千円 5,153万1千円

資本的収支 6,823万2千円  １億1,017万5千円 △4,194万3千円

その他 5.7％

町　債 4.3％

国庫支出金 5.3％

県支出金 6.8％

地方交付税
22.2％

その他 2.9％
諸収入 4.0％

繰越金 4.3％

繰入金 4.5％

町　税
40.0％

①民生費
29.4％

②総務費
13.7％

③土木費
13.0％

④教育費
10.4％

⑤衛生費
9.6％

⑥公債費
9.6％

⑦消防費
5.3％

⑧その他
9.0％

自
主
財
源
（
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源
）
55.7％

依
存
財
源
（
国
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
）
44.3％

24億9,734万7千円

2億7,940万円

2億7,106万6千円

2億5,138万7千円
1億7,760万9千円

13億8,746万2千円

4億2,713万7千円

3億3,380万9千円

2億6,590万円

3億5,545万8千円

目　的

費目の決算額
・平成20年度の主な事業

①生活の安定や福祉の向上などに
17億8,033万4千円
・保育所の運営
・介護保険、国民健康保険
・障害者の自立支援
・児童手当の支給

②地域づくりなどのために
8億3,213万1千円
・住居表示の実施
・市街地宅地評価法の導入
・筆の里工房事業の管理運営
・地域情報化の推進

③道路、施設などをつくるために
7億8,904万3千円
・深原地区公園周辺の整備
・町道呉萩線の整備
・町内道路の維持管理

④小中学校・幼稚園や社会教育などに
6億2,791万7千円
・外国人英語指導助手の派遣
・幼稚園就園奨励費の補助
・公民館や図書館などの管理運営

⑤健康を守るためやごみ処理などに
5億8,042万1千円
・廃棄物の収集運搬や処理
・生活習慣病の予防対策
・感染症の予防対策

⑥町の借金の返済に

5億7,807万円

⑦消防活動や災害対策などに
3億2,148万9千円
・消防団の活動支援
・広島市消防局へ常備消防事務の委託

⑧農業・商業振興や議会などに
5億4,431万9千円
・商工業の振興
・熊野北農道の整備
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川角交差点

呉
平
谷
線

ニ河

川

熊野川

至
呉
市

至阿戸町

至広島市

至広島市

■財政状況等について
　平成20年度決算に基づく健全化判断比率等
　　平成20年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は、下表のとおりです。
　 　当町では、「健全化判断比率」および「資金不足比率」は、いずれも「早期健全化基準」ま
たは「経営健全化基準」を下回っています。
　　なお、この健全化判断比率などについては、ホームページで詳しく掲載しています。

■平成20年度の主な整備事業

～平成20年度　決算をお知らせします～

① 団体営農道整備事業

③ 町道呉萩線改良事業

② 深原地区公園周辺整備事業

● 健全化判断比率 （単位：％）

区　　分

実質赤字比率
一般会計等の実質赤
字の標準財政規模に
対する比率

連結実質赤字比率
全会計の実質赤字の
標準財政規模に対す
る比率

実質公債費比率
一般会計等が負担す
る元利償還金等の標
準財政規模に対する
比率

将来負担比率
地方債残高など、一
般会計等が将来負担
すべき負債の標準財
政規模に対する比率

健全化判断比率 － － １１．３ 　６４．７
（早期健全化基準） （１５．０） （２０．０） （２５．０） （３５０．０）
（財政再生基準） （２０．０） （４０．０） （３５．０） 　－
県 内 平 均 － － １４．３ １７４．７

● 資金不足比率（公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率） （単位：％）

区　　分 上水道事業会計（法適用企業） 公共下水道事業特別会計（法非適用企業）
資 金 不 足 比 率 － －
（経営健全化基準） （２０．０）※公営企業ごと

※注　実質赤字額または連結赤字額がない場合は、「－」を記載しています。

※注　資金不足額がない場合は、「－」を記載しています。

政策企画課 820 ‐５６３２

平成20年度の主な整備事業
事　業　名 事　業　費

① 団体営農道整備事業 7,112万円
　交通量が増大する熊野北農道の危険箇所を改良し、農業運搬の効
率向上と交通の安全確保のため整備を行った。
② 深原地区公園周辺整備事業 2,368万3千円
・町道深原公園線　道路植栽工事　Ｌ＝307m
・町道深原公園線　車道歩道照明設置工事　11基
・町道住田線　歩行者道整備工事　Ｌ＝168m
③ 町道呉萩線改良事業 611万6千円
　県道からの進入部分が狭小な熊野東中学校入口交差点について、
歩行者の安全確保と離合に伴う県道への影響解消を目的とし、交差
点より熊野東中学校側約21ｍについて町道の拡幅を行った。


